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様式第３号（第４条関係） 

 

 

会 議 録 

 

 

 

１ 附属機関等の会議の名称 

          令和７年度 第２回丹波篠山市視聴覚ライブラリー運営委員会 

 

２ 開催日時    令和７年１０月１０日（金）１９時００分～２１時０５分 

（傍聴の受付時間 １８時４５ 分～１８時５５分） 

 

３ 開催場所    丹波篠山市立中央図書館 視聴覚ホール 

 

４ 会議に出席した者 

（１）委  員   松本清一、出口立世、藤原恭子、有本美和、 

        岩﨑裕見子、長澤素子、畑 弘恵、松本将典 

（２）事 務 局   中央図書館館長兼視聴覚ライブラリー館長 田中真紀子 

中央図書館主幹             小林康弘 

中央図書館視聴覚ライブラリー係長    棚橋直人 

中央図書館視聴覚ライブラリー係     多田吉済 

 

５ 傍聴人の数   ０人 

 

６ 議題及び会議の公開・非公開の別 

          すべて公開 

 

７ 会議資料の名称 令和７年度第２回丹波篠山市視聴覚ライブラリー運営委員会次第 

           （参考資料 令和７年度実績データ） 

 

８ 審議の概要 

（１）開会 

（２）あいさつ 

 【委員長挨拶】 

   今日図書館に来て、外から見た夜の図書館が、より綺麗だったので、こんな素晴らしい図書

館だったのかと感激している。本日は８年度のライブラリー運営委員会の内容について審議を

願う。 
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(３)報告事項 

「令和７年度の事業実施状況について」を、次第に基づき事務局より説明。  

 

質疑応答 

（ア）視聴覚ライブラリー事業 

 【委  員】 

編集室の利用実績について、今年度もＲ５年度、Ｒ６年度と同程度という認識 

で良いか？ それとも下回ると予想されるのか。 

    【事 務 局】 

Ｒ５年度の４０８件は大量にダビングした利用者がおられての数値である。現状

ではＲ６年度の３２７件は超えると予想している。 

    【委 員 長】 

成果目標に、利用実績４４０件と設定した意味は何か。 

    【事 務 局】 

Ｒ３年度、Ｒ４年度の実績は４８０～４９０である。コロナ前の状況に戻したい

という思いがある。 

     【委 員 長】 

働きかけをするのであれば、地域おこし協力隊など映像に興味があり、働きかけ

の効果が期待できる対象を選んではどうか。また、ドキュメンタリー映像の制作に

ついては、準備は整っているのか。 

     【事 務 局】 

ドキュメンタリーは計画中である。テーマは「山城」を考えている。 

     【委 員 長】 

全てを自分たちで行わなくても、映像制作委託を利用して、協力してもらっても

良いのではないかと思う。 

          

（イ）地域映像配信事業 

     【委 員 長】 

本日、高齢者大学に参加したが前に投影された画像は見えにくかった。それなら

丹波篠山データベースを活用できるのではと思った。レインボーから意見は無い 

か。 

     【委  員】 

昨年から奇数月のみの配信となったが、できれば毎月配信できれば良いなという

思いはある。 

     【委 員 長】 

企画から制作まで大変ではあるが、例えば特集号などがあっても良いと思う。 

              

（ウ）情報化推進事業 

     【委 員 長】 

ＩＣＴふれあいサロンの運営についての意見は、８年度の検討の際に伺いたい。 
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      動画づくりワークショップについては、単発の企画で終わらないよう、継続させて

ほしい 

 

（エ）全国アマチュア映像コンテスト事業 

 【委 員 長】 

「ロケ地巡り」について、全国から来られたのは、何を見て応募されたのか。 

 【事 務 局】 

三浦春馬さんのファンとか、映画「森の学校」のファンのサイトなどで、口コミ

で広がったと聞いている。 

     【委  員】 

参加者はほとんどが三浦春馬さんのファンだったのか。映像づくりにはつながっ

たのか。 

     【事 務 局】 

市内から参加の男性１名は、純粋に映像に興味がある人だった。他の人も、最初

は戸惑っていたが、西垣監督からの撮影アドバイスなどもあり、作品にまとめたい

という意欲を持つ人がおられた。映像づくりの良いきっかけになったし、丹波篠山

の良いところを知ってもらうことができた。 

     【委  員】 

作品の応募は期待できるのか。 

     【事 務 局】 

作品の応募を参加の条件にしている。また、大賞部門への意欲を示す方が１名お

られたので募集要項を案内した。 

 

 (４)協議事項 

   「令和８年度の事業推進について」を、事務局より説明。 

          

質疑応答 

（ア）視聴覚ライブラリー事業 

特に意見なし。 

  

（イ）地域映像配信事業 

【委  員】 

予算要求額が、昨年度より１千万円増額となっている理由は何か。 

【事 務 局】 

動画データベースの更新に約２００万円、新規機材への更新に約８００万円とな

っている 

【委  員】 

市の財政は厳しいと聞いたが、結果はともかく「要求はする」という認識で良い

か。 
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【事 務 局】 

機材の老朽化や部品供給の終了などの問題があり、方法を探る必要もあるが、計

画として要求したい。 

【委  員】 

       ビデオカメラを４台要求する理由は何か。 

【委 員 長】 

      別紙の「機材更新計画（案）」について説明していただきたい。 

 

「機材更新計画（５カ年計画）（案）」を、事務局より説明。 

 

【委  員】 

  ビデオカメラは非常に高額である。例えば、撮影機能が優れたスマートフォンを

１台含めることは考えられないか。 

【事 務 局】 

  最近は映画の撮影にも使用されているが、録音機能、映像が不自然、耐久性など

の問題がある。 

【委  員】 

ビデオカメラは、メーカーや機種によって色味が異なるため、違うカメラが混ざ

ると編集が大変になる。よって同じメーカーの機材を要求することは理解できる。

しかし、金額が定価より高額となっている理由は何か。 

【事 務 局】 

充電器などオプションが追加されている。また、機材の価格はメーカー希望価格

であり、購入の際には比較見積もり・入札を行うので６０～８０％になると考えて

いる。 

     【副委員長】 

       動画データベース（以後「動画ＤＢ」）は最近更新されたと認識している。その

時に脆弱性対策もできていれば良かったと思うが。 

     【事 務 局】 

       元々ネットワークの監視機能が無い動画ＤＢを運用しており、２年前にその画

面デザインのみを更新した。現在、県から脆弱性について指摘があり、その対策を

求められている。 

【委  員】 

  それはシステム会社が変わるということか。丹波篠山市内の業者でできるのか。 

 現在の市のシステムに組み込むことはできないのか。 

【事 務 局】 

  一から作り直しとなるので業者を選定することとなる。市内にも技術を持つ業

者はあると思う。今の市の契約の中に無償で組み込むことはできない。現在は市の

システムと別に考えているが、市のシステムを利用した場合、運用面の問題なども

あり、今後の課題として検討する。 
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（ウ）情報化推進事業 

   「ICTふれあいサロン」今後の運営について（案）」を事務局より説明 

 

  【委  員】 

    先日利用させていただいた。いつも大変親切に教えていただき感謝している。無

くなってしまうことは大変残念だ。 

  【委  員】 

    視聴覚ライブラリー事業から撤退するのであれば「市民活動グループ」として、

市民センターに登録して活動できないか。 

    【委  員】 

ＰＣ更新の問題、高齢化の問題などは、ボランティアスタッフの間でも話にあが

っていた。ＰＣの更新、縮小化については仕方がないと思うが、持ち込みＰＣの問

題が解決して喜ばれる利用者も一定数おられるので、曜日や時間を縮小する等し

ても、ＰＣの困りごとを解決する場として細々とでも残すべきと思う。 

【委  員】 

  身内の者が毎週お世話になっている。とても親切に教えていただけるし、その場

での人とのふれ合いを楽しみにしている。そのような場所なので、残していただけ

るとありがたい。 

【事 務 局】 

  「社会教育」は、学校のようにその場で教えることを目指すものではなく、一定

の習慣が生まれれば、行政は手を引いて、市民活動につなげていくものである。グ

ループの自主的な活動・運営を見守るのが行政である。 

  これまで行政が関わりすぎた感もあるが、誰かがリーダーとなり、グループや場

所を作り、生きがいの場を継続して担っていく、ということを望んでいる。 

【委  員】 

  市民活動とするのであれば、補助金などの制度もあるので、活用するのも一つの

方法だと思う。 

【委 員 長】 

  整理すると 

ＰＣの更新は望めないので、インターネットの接続を切り、エクセル・ワー

ドなどのみに縮小することはやむを得ない。 

「情報化推進事業」としての「ICTふれあいサロン」をどうするかは次の問

題であり、市民活動として事業化する方向にいくのか。準備期間も必要なので、

開催日を限定しながら運営することになるだろうか。 

     【事 務 局】 

  四季の森生涯学習センター東館 ２階のＰＣルームは、現在どうなっているのか。 

【委 員 長】 

高齢者大学として活用されている。 

【副委員長】 

  先日、新しいＰＣが１０台設置された。 
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【事 務 局】 

  であれば、そちらに会場を移せば新しいＰＣを使用できるのではないか。 

【委  員】 

  その場合の申込先はどこか。 

【副委員長】 

  中央公民館で部屋を借りることになる。 

【委  員】 

  市民活動となった場合は、視聴覚ライブラリーの手を離れるのか。 

【事 務 局】 

  そういうことになる。 

【委  員】 

  図書館に ICT ふれあいサロンという事業があるので、お手伝をしようという思

いで、ボランティアとして参加している。誰かリーダーシップを取ってまとめろと

言われても、スタッフ同士のつながりが薄いなかでは難しいと思う。 

  市民がＰＣに触れることのできる場所を作っていただいていると理解している。

これを無くすのではなく、開催日や時間を縮小してでも存続させてほしい。 

【事 務 局】 

  ICTサロンは「全国一斉 ICT教室」のあと、もっと勉強したい人の受け皿として

発足したものである。それが現在まで続いてきたが、社会教育の理念では、これを

市民の力で引継いでいただける団体を育成することが目標である。そして、様々な

課題が発生し、継続が困難となってきたため、議論した結果、生まれてきた方向性

を示しているものである。 

【委 員 長】 

  現実的に、ＰＣの更新ができないので現状で続けるのは無理である。次に高齢の

スタッフに負担があるのであれば、開催日数を減らすという方向性があり、それで

も継続できないのであれば、市民活動化という提案が出たので、それを模索するの

が来年度の方向ではないだろうか。  

【副委員長】 

  ICT スタッフの打ち合わせでは「閉鎖」という言葉は出なかったのではないか。 

【事 務 局】 

  「段階的に閉鎖」という言葉で出ていた。 

【副委員長】 

  「今後の方向性」の中の「自主サークル化」も出ていないのではないか。 

【事 務 局】 

これは「指導ボランティアからの意見」ではなく「今後の方向性」として記載し

ている。 

     【副委員長】 

  市のＰＣは全て Windows11に更新したのか。しないのであれば、インターネット

に接続しないのか。 
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【事 務 局】 

  市のＰＣも、Windows11に更新できない物があり、Windows10のまま使用するが、

職員であればＰＣ使用のポリシー、リテラシーを統一できる。不特定多数の人が使

用する ICT サロンのＰＣはそれができない。市の管理者からも指導を受けている

のでご理解いただきたい。 

【委 員 長】 

  「自主サークル化」は事務局が提案していることであるので、ボランティアスタ

ッフに対しては「働きかけ・呼びかけ」をしなくては、行き違いが発生する。現状・

方向性・見通しなど、説明・検討して解決策を探すべきである。 

【事 務 局】 

  事務局としては、ボランティアスタッフに大変感謝している。利用されている市

民からも同様の声を聞いている。ICTふれあいサロンの課題をどう解決するか。市

民としても急に利用できなくなるのは納得いただけないと思われる。今後、スタッ

フの皆様と協議を重ねて解決策を見つけていきたいので、様々な選択肢を検討し

ていただきたい。 

 

（エ）全国アマチュア映像コンテスト事業 

【事 務 局】 

修正箇所あり。「丹波篠山映像大賞チャレンジ講座」は７ページの「市民動画づ

くりワークショップ」に代わって開催するため、「市民動画づくりワークショップ」

を削除願う。 

     【委 員 長】 

       この企画は、市内からの応募が少ないため、育成の意味での取り組みと理解する。

しかし、最初は目星をつけて声掛けしないと、単に一般募集するだけでは集まらな

いように思う。 

    【事 務 局】 

ビデオサークル・レインボーの方に参加いただきたいと考えている。 

     【委  員】 

       最近活動できていないが、こういう機会があれば、楽しみが増えると思う。 

      

  (５)その他 

     特になし。 

(６)閉会 

  【副委員長挨拶】 

   新しい事業や縮小される事業があるが、来年度に向けて、事務局と一緒に頑張ってい

きたいと思う。 

    

 


